
平成 19 年 教室業績 （2007 年 1 月～12 月） 

 

（A）原著論文 

1) 青木由紀、国松志保、橋本尚子、牧野伸二: 内頸動脈閉塞性疾患に対するステント留置後に増悪した血

管新生緑内障の 1 例. 臨眼 61: 621-624, 2007. 

2) 青木由紀、小幡博人、水流忠彦: 再発性巨大結膜乳頭腫に対して羊膜移植術を施行した 1 例. 眼科 49: 

445-450, 2007. 

3) 藤村茂人、蕪城俊克、灰野誠、吉田淳、沼賀二郎、藤野雄次郎、川島秀俊: CXCR5&CCR5 ダブルノック

アウトマウスにおける実験的ぶどう膜とその研究. 平成 18 年度厚生省特定疾患ベーチェット病調査研究

班. 平成 18 年度研究業績: 57-64, 2007. 

4) 原孜、奥山和江、高山友子、福田国彦、熊谷謙次郎、原岳: 術後の腹臥位を安楽に過ごすためのトータ

ルケアシステム. 眼科手術 20: 241-245, 2007. 

5) 橋本尚子、原岳、国松志保: ラタノプロスト点眼におけるチモロール・ゲル併用効果の検討. 臨眼 61: 

595-598, 2007. 

6) 蕪城俊克、荒木章之、藤村茂人、藤野雄次郎、沼賀二郎、川島秀俊: ベーチェット病の長期観察例にお

ける眼発作頻度の経過に関する研究. 平成 18 年度厚生省特定疾患ベーチェット病調査研究班. 平成 18 年

度研究業績: 65-70, 2007. 

7) 加藤健、青木真祐、橋本加奈、牧野伸二、茨木信博: 長期間経過後に両眼にみられた網膜色素上皮裂孔

を伴う胞状網膜剥離の 1 例. 臨眼 61: 769 -772, 2007. 

8) 国松志保、加藤聡、鷲見泉、北澤万里子、田村めぐみ、三嶋明香、落合眞紀子、柳澤美衣子: ロービジ

ョン患者の生活不自由度と障害等級. 日眼会誌 111: 454-458, 2007. 

9) 牧野伸二、保沢こずえ、近藤玲子、川崎知子、杉山華江、平林里恵、関口美佳: 網膜剥離に対する強膜

バックリング術後の複視. 自治医科大学医学部紀要 30: 59-65, 2007. 

10) 野田好子、綾木雅彦、谷口重雄、光谷俊幸、木崎宏史、小幡博人: 結膜内反乳頭腫の 1 例. 臨眼 61: 

1331-1334, 2007. 

11) 太田康、椿恵樹、金澤丈治、山本昌範、児玉梢、飯野ゆき子、木下望、斉藤由香、豆生田千浦、山上

博子、梯彰弘: 鼻涙管狭窄症例に対する内視鏡下鼻内涙嚢鼻腔吻合術. あたらしい眼科 24: 1223-1228, 

2007. 

12) 佐々木香る、平野耕治、小幡博人、宮田和典、山田昌和、北川和子、木下茂: 続発性角膜アミロイド

ーシスの臨床像. 臨眼 61: 1641-1644, 2007. 

13) 竹澤美貴子、牧野伸二: 一過性視力低下をきたし短後毛様動脈閉塞が疑われた 1 例. 眼臨 101: 

582-584, 2007. 

14) 竹澤美貴子、小幡博人、石崎こずえ、猪木多永子、山上博子、梯彰弘、茨木信博、水流忠彦: ボリコ

ナゾールが奏効した角膜真菌症の 1 例. 臨眼 61: 1267-1270, 2007. 

15) 竹澤美貴子、茨木信博: 光線力学的療法適応外の加齢黄斑変性に対する経瞳孔温熱療法の短期治療成

績. 眼臨 101: 905-908, 2007. 

16) 柳澤美衣子、国松志保、加藤聡、鷲見泉、北澤万里子、田村めぐみ、三嶋明香、落合眞紀子、庄司信

行: 眼科ロービジョン外来における使用頻度の高い光学的補助具. 臨眼 61: 363-366, 2007. 

17) Hara,T., Hara,T., Fukuda,K.: Flexible eye model for preoperative explanations. J Cat Ref Surg 

33: 1828-9, 2007. 



18) Hara,T., Hara,T., Hara,T.: Preventing posterior capsular opacification with an endocapsular 

equator ring in a young human eye: 2-year follow-up. Arch Ophthalmol 125: 483-6, 2007  

19）Obata,H., Tsuru,T.：Corneal wound healing from the perspective of keratoplasty specimens with 

special reference to the function of the Bowman layer and the Descemet membrane. Cornea 

26:S82-S89,2007. 

20）Takamoto,M., Kaburaki,T., Numaga,J., Fujino,Y., Kawashima,H.: Long-term infliximab treatment 

for Behcet's disease.  Jpn J Ophthalmol 51: 239-40, 2007. 

 

(B)学会発表 

1) 青木真祐、小幡博人、竹澤美貴子、青木由紀、水流忠彦、茨木信博: 重症瞼球癒着に対して羊膜移植と

保存角膜輪部移植を施行した２例. 第 31 回角膜カンファランス・第 23 回日本角膜移植学会、宮崎、2007

年 2 月 9 日（抄録集 p.113）.   

2) 青木真祐、茨木信博: 日本人の年代別の瞳孔径. 第 111 回日本眼科学会総会、大阪、2007 年 4 月 21 日

(抄録集 p.277). 

3) 青木真祐、茨木信博：トーショナル水晶体乳化吸引と従来の水晶体乳化吸引の比較検討．第 54 回栃木

県眼科集談会、宇都宮、2007 年 11 月 9 日. 

4) 青木由紀、国松志保、原岳: 自治医大緑内障外来において交通事故をおこした末期緑内障患者２例. 第

18 回日本緑内障学会、岐阜、2007 年 9 月 14 日(抄録集 p.218). 

5) 青木由紀、牧野伸二、田中恵子: 再発を繰り返した抗アクアポリン 4 抗体陽性両眼性視神経炎の１例. 

第 45 回日本神経眼科学会総会、大阪、2007 年 11 月 30 日(抄録集 p.62). 

6) 荒木章之、蕪城俊克、藤村茂人、藤野雄次郎、沼賀二郎、川島秀俊: ベーチェット病の長期観察例の視

力予後の解析. 平成 19 年度厚生労働省特定疾患ベ－チェット病調査研究班会議、福島、2007 年 12 月. 

7) 荒木章之、蕪城俊克、藤村茂人、藤野雄次郎、高本光子、沼賀二郎、川島秀俊: サイトメガロウイルス

虹彩炎をきたした２症例. 第 41 回日本眼炎症学会、東京、2007 年 7 月 6 日(抄録集 p.40). 

8) 荒木章之、蕪城俊克、藤村茂人、藤野雄次郎、吉田淳、高本光子、沼賀二郎、川島秀俊: ベーチェット

病の長期観察例の臨床経過. 第 111 回日本眼科学会総会、大阪、2007 年 4 月 20 日(抄録集 p.272). 

9) 原岳: 目標眼圧、色素増加、再構成日内変動、そして・・・. 第 18 回日本緑内障学会、岐阜、2007 年

9 月 14 日(抄録集 p.111). 

10) 原岳: 眼圧測定. 第 18 回日本緑内障学会、岐阜、2007 年 9 月 14 日(抄録集 p.157). 

11) 原孜、原岳、福田国彦、千葉厚: 術前説明用の軟らかい眼球模型. 第 53 回栃木県眼科集談会、自治医

大、2007 年 4 月 15 日. 

12) 橋本尚子、原岳、青木由紀、国松志保: 24 ヶ月使用によるブリンゾラミドの角膜への影響. 第 18 回

日本緑内障学会、 岐阜、2007 年 9 月 15 日(抄録集 p.247). 

13) 保沢こずえ、牧野伸二、近藤玲子、川崎知子、伊藤華江、平林里恵、関口美佳: 外斜視に移行した調

節性内斜視の検討. 第 48 回日本視能矯正学会、東京、2007 年 11 月 3 日(抄録集 p.55). 

14) 保沢こずえ、牧野伸二、近藤玲子、川崎知子、杉山華江、平林里恵、関口美佳: 調節性内斜視におけ

る長期屈折変化. 第 53 回栃木県眼科集談会、自治医大、2007 年 4 月 15 日. 

15) 保沢こずえ、牧野伸二、近藤玲子、川崎知子、杉山華江、平林里恵、関口美佳: 調節性内斜視におけ

る長期の屈折変化、第 63 回日本弱視斜視学会総会・第 32 回日本小児眼科学会総会、愛知、2007 年 6 月 15

日(抄録集 p.81）. 



16）茨木信博：Ozil の使用経験について．第 12 回栃木県眼科手術談話会、宇都宮、2007 年 5 月 18 日． 

17) 石崎こずえ、梯彰弘、大野隆一郎、木下望、豆生田千浦、山上博子、北瓜祐輔、中村隆志、小林英司、

川上正舒、金澤康徳: SDT 糖尿病ラットの初期網膜病変に対するニプラジール点眼液の効果. 第 13 回日本

糖尿病眼学会総会、京都、2007 年 3 月 2 日(抄録集 p.67). 

18) 蕪城俊克、荒木章之、高本光子、沼賀二郎、玉島順子、藤野雄次郎、川島秀俊: 近年の東京大学眼科

におけるぶどう膜炎初診患者の原因別頻度.  平成 19 年度厚生労働省特定疾患ベ－チェット病調査研究班

会議、福島、2007 年 12 月. 

19) 蕪城俊克、荒木章之、藤村茂人、藤野雄次郎、高本光子、沼賀二郎、吉田淳、川島秀俊: ベーチェッ

ト病の長期観察例における眼発作頻度の経過. 第 111 回日本眼科学会総会、大阪、2007 年 4 月 20 日(抄録

集 p.272). 

20) 梯彰弘、秋葉純、高橋正孝: スリットランプによる後部硝子体剥離の診断. 第 61 回日本臨床眼科学会、

京都、2007 年 10 月 11 日(抄録集 p.43). 

21) 加藤健、牧野伸二: 若年女性にみられた乳頭周囲出血の１例. 第 53 回栃木県眼科集談会、自治医大、

2007 年 4 月 15 日. 

22) 川崎知子、国松志保、牧野伸二、保沢こずえ、近藤玲子、杉山華江、平林里恵、関口美佳: 自治医大

附属病院におけるロービジョンケア. 第 8 回日本ロービジョン学会学術総会、大阪、2007 年 9 月 23 日(抄

録集 p.160). 

23) 木下望、梯彰弘、豊田文彦、石崎こずえ、竹澤美貴子、豆生田千浦、山上博子: 血管新生緑内障に対

する初回シリコンオイル充填の手術成績. 第 61 回日本臨床眼科学会、京都、2007 年 10 月 13 日(抄録集 

p.193). 

24) 国松志保、富所敦男、相原一、新家眞、富田剛司、山崎芳夫、吉川啓司、松元俊: Large cup disc 長

期経過観察中に緑内障を発症した３例の検討. 第 18 回日本緑内障学会、岐阜、2007 年 9 月 15 日(抄録集 

p.173). 

25) 牧野伸二、保沢こずえ、近藤玲子、川崎知子、杉山華江、平林里恵、関口美佳、高橋雄二: 観血的に

除去した内斜視を伴った瞳孔膜遺残の１例. 第 63 回日本弱視斜視学会・第 32 回日本小児眼科学会、愛知、

2007 年 6 月 15 日(抄録集 p.86). 

26) 牧野伸二、加藤健、茨木信博: 網膜有髄神経線維に伴った網膜剥離の１例. 第 61 回日本臨床眼科学会、

京都、2007 年 10 月 13 日(抄録集 p.218). 

27) 牧野伸二、木野内理恵子: 両眼動眼神経麻痺に対して斜視手術を行った１例. 第 33 回日本眼科手術学

会総会、京都、2007 年 1 月 26 日(抄録集 p.161). 

28) 中村匡志、青山勝、中村伸男、冨田実、伊藤光登志、細越千恵子、山本晴香、水流忠彦: フェムトセ

カンドレーザーを用いた LASIK におけるフラップの術中合併症. 第 61 回日本臨床眼科学会、京都、2007

年 10 月 12 日(抄録集 p.138). 

29) 小幡博人: 眼瞼脂腺癌の１３例. 第 17 回下野眼科談話会、小山、2007 年 3 月 23 日. 

30) 小幡博人、青木由紀、牧野伸二、茨木信博、金上千佳、金上貞夫: 視神経乳頭部の結節性毛細血管腫

の１例（続報）. 第 25 回眼腫瘍研究会、大阪、2007 年 9 月 29 日. 

31) 小幡博人、猪木多永子、茨木信博: 網膜剥離後に生じた結膜下黄色肉芽腫の１例. 第 42 回眼科臨床病

理組織研究会、大阪、2007 年 4 月 19 日. 

32) 小幡博人、猪木多永子、中野佳希、水流忠彦: 低容量アシクロビル眼軟膏長期投与による角膜ヘルペ

スの再発予防. 第 31 回角膜カンファランス・第 23 回日本角膜移植学会、宮崎、2007 年 2 月 9 日(抄録集



p.45). 

33) 小畑亮、豊野哲也、間山千尋、中島富美子、石井清、川島秀俊、小島孝允: 白内障手術後に認めた前

房内油滴様腫瘤. 第 61 回日本臨床眼科学会総会、京都、2007 年 10 月 13 日(抄録集 p.164). 

34) 大河原百合子、牧野伸二: 強膜バックリング術後の複視に対して MRI が有用であった一例. 第 54 回栃

木県眼科集談会、宇都宮、2007 年 11 月 9 日. 

35) 大河原百合子、牧野伸二: 強膜バックリング術後の複視に対して MRI が有用であった一例. 第 46 回日

本網膜硝子体学会総会、青森、2007 年 11 月 24 日(抄録集 p.73). 

36) 佐々木誠、茨木信博: 自治医科大学眼科における時間外救急診療の統計的観察. 第 53 回栃木県眼科集

談会、自治医大、2007 年 4 月 15 日. 

37) 佐々木誠、茨木信博: 自治医科大学附属病院眼科における時間外救急診療の統計的観察.第 61 回日本

臨床眼科学会、京都、2007 年 10 月 12 日(抄録集 p.106). 

38) 杉紀人、小幡博人、牧野伸二、石崎こずえ、茨木信博: 成人の眼球形状の性差. 第 61 回日本臨床眼科

学会、京都、2007 年 10 月 12 日(抄録集 p.120). 

39) 杉紀人、大河原百合子、茨木信博: 非常に緩徐な経過をたどった急性網膜壊死の１例. 第 54 回栃木県

眼科集談会、宇都宮、2007 年 11 月 9 日. 

40) 高本光子、蕪城俊克、藤村茂人、林恵子、加藤聡、沼賀二郎、藤野雄次郎、川島秀俊: 糖尿病網膜症

に合併した原田病の２例. 第 61 回日本臨床眼科学会、京都、2007 年 10 月 13 日(抄録集 p.176). 

41) 竹澤美貴子、梯彰弘、豊田文彦、豆生田千浦、山上博子: 糖尿病網膜症モデル SDT ラットの白内障、

網膜症に対するフィダレスタットの効果. 第 46 回日本網膜硝子体学会総会、青森、2007 年 11 月 24 日(抄

録集 p.53). 

42) 竹澤美貴子、牧野伸二、金上千佳、金上貞夫: 網膜新生血管を伴った網膜色素変性の１例. 第 23 回日

本眼循環学会、高松、2007 年 7 月 13 日(抄録集 p.76). 

43) 竹澤美貴子、牧野伸二、金上千佳、金上貞夫: 硝子体出血、乳頭周囲網膜下出血を伴った網膜中心動

脈分枝閉塞症の１例. 第 61 回日本臨床眼科学会、京都、2007 年 10 月 13 日(抄録集 p.216). 

44) 豊野哲也、小島孝允、青木由紀、小幡博人: 眼内生検で診断が確定した眼窩進展ぶどう膜悪性黒色腫

の１例. 第 22 回眼窩疾患シンポジウム、新潟医師会館大講堂、2007 年 12 月 9 日(抄録集 p.12). 

45) 水流忠彦、増田寛次郎、ONP 研究会分科会: ニプラジロール点眼液とラタノプロスト点眼液の併用効

果の検討－多施設共同無作為化並行群間試験－. 第 18 回日本緑内障学会・第 27 回日本眼薬理学会、岐阜、

2007 年 9 月 16 日(抄録集 p.176、p.39). 

46) 山上明子、内田研一、松元俊、国松志保、相原一、富所敦男、富田剛司、新家眞、山崎芳夫、吉川啓

司、山上淳吉: 近視型乳頭と非近視乳頭の乳頭出血および視野進行の比較解析. 第 111 回日本眼科学会総

会、大阪、2007 年 4 月 21 日(抄録集 p.210). 

47) 柳澤美衣子、加藤聡、国松志保、鷲見泉、田村めぐみ、三嶋明香、北澤万里子、落合眞紀子、庄司信

行: ロービジョン患者の疾患別不自由度の特徴. 第 8 回ロービジョン学会学術総会・視覚障害リハビリテ

ーション研究発表大会 合同会議、大阪、2007 年 9 月 23 日(抄録集 p.96). 
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